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研究成果の概要（和文）：本研究は、器楽演奏の“巧みさ”を支えている身体的スキルの構造について、生態心理学的
な観点から分析を行うことを目的とし、実験および理論的検討を並行して進めた。実験では、プロのヴァイオリン奏者
を対象にして音階や楽曲の断片を演奏するよう求め、その際に「生態学的理学療法」による介入を行った。その施術前
・後での比較から、施術後に演奏者の身体感覚に変化が生じ、演奏のしやすさが向上していた可能性が示唆された。一
方、理論的な検討に関しては、生態心理学および子どもの音楽的行動に関する発達研究等の関連領域の知見を踏まえ、
音楽と身体性の関係とその発達的な連続性について議論した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of our research was, in the light of an ecological approach, to 
investigate musicians’ bodily skills and their coordinative body structure that acts as a foundation of 
“dexterity” in musical performance. First, in order to record the features of body movement, we 
designed an experiment with a professional violinist and asked her to play musical fragments before and 
after receiving ecological-physical therapy. We found differences in the sensor data and also in the 
therapist’s diagnosis after the treatment. This implied that, through the therapy, the violinist’s 
muscle tension was reduced and some coordinative structures between body segments emerged and/or were 
re-activated, which increased flexibility and allowed the violinist to improve her performance. 
Additionally, we attempted to describe the continuity between experts’ bodily skills and young infants’ 
musical activities with reference to studies on the development of children’s physical and musical 
abilities.

研究分野：認知科学
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１．研究開始当初の背景 

器楽演奏の身体的なスキルに関する研究
は、心理学、運動学、神経科学、音楽教育学
等の領域を横断しながら数多く行われてき
た。しかしそれら大半の研究は、演奏者の認
知的能力や器楽演奏を遂行する際の演奏者
の手指、すなわち身体の「末端」における運
動を主たる分析の対象とするものであった
といえる。一方で、演奏行動を身体部位間の
連鎖として捉え、その末端に至るまでの「協
調関係」に着目した研究は、その数こそ限ら
れてはいたものの、演奏表現の創出と身体性
の関係を示唆する興味深い成果を報告して
いた。そこで私たちは、演奏行動における身
体部位間の協調的な制御を、器楽演奏におけ
る“巧みさ”の本質として位置づけ、その知
覚的および身体的な構造を解明していくこ
とを主たる動機として研究を計画した。 

 

２．研究の目的 

本研究は、器楽演奏の“巧みさ”を支えて
いる知覚的・身体的スキルの構造と学習過程
について、近年の運動研究および生態心理学
的な観点から分析を行うことを目的とした。
そこで焦点を当てたのは、器楽演奏を行う演
奏者の全身の協調構造と“演奏のしやすさ”
との関与を実験的および理論的に検討する
ということであった。以上の目的に即して、
本研究で取り組んだ課題は主に以下の 2点で
ある： 

（1）本研究では姿勢の歪みや協調の乱れに
よってスキルを行使しにくくなった演奏者
を対象に理学療法的な介入を行い、その施術
「前」・「後」でのパフォーマンスの比較を通
して、身体の協調に関する知覚を（再）活性
化させること（知覚と身体行為の再接続を促
すこと）が、演奏行為にどのような影響を及
ぼすのかを実験的に検討した。 

なお本研究課題における理学療法とは、近
年一定の成果を上げている「生態学的理学療
法」のことであり、「患者と環境との関係を
再組織化」して、そこに良循環をもたらすこ
とを目指すものである（この点で他の徒手的
療法とは異なる特徴を持つ）。具体的には、
患者の身体を「ゆする」ことにより、振動の
伝播の仕方の非対称性（例：左右差）を視覚
的・触覚的に検知することから筋緊張の高い
部位を同定し、これを患者にも知覚できるよ
うにさせ、当該部位に振動を与えて他の柔軟
な部位との協調性を高めるのである。本課題
の実施時にはこの療法を専門とする理学療
法士が実験参加者に対する施術を行った。 

（2）音楽表現の創出と身体性とのかかわり
について、子どもの音楽的行動の発達に関す
る観察や理論的な検討もあわせて行い、器楽
演奏の熟達者が獲得している身体的スキル
との発達的な連続性について議論した。 

 

３．研究の方法 

（1）［実験］理学療法による演奏者の身体感

覚の変化を探ることを主目的とした。 

・実験参加者：プロのバイオリン奏者 1名（女
性：都内音楽教室講師）。実験前に趣旨お
よび理学療法による介入の内容を説明し
参加同意書への署名を確認した。 

・主な使用機器：体圧分布測定システム一式
（ニッタ株式会社製），重心軌跡測定器
（T.K.K.5810：竹井機器工業株式会社製），
PC，PCM レコーダー（YAMAHA POCKETRAK PR7），
ビデオカメラ，ヨガマット，タオル，ビニ
ールシート等 

・実験条件：実験参加者には、理学療法の施
術「前」／「後」のそれぞれにおいて、「立
位」／「座位」（図 1）、および各姿勢で「視
線を上げる（楽譜を注視しない）」／「視
線を譜面に向ける」の条件下で以下の課題
を遂行させた； 
①楽器無／演奏無（基本姿勢による測定） 

②楽器有／演奏無（楽器の構えのみ） 

③楽器有／演奏有（課題を演奏） 

・実験課題：主な演奏課題は各弦での「音階」
および W. A. モーツァルト作曲「バイオリ
ン協奏曲第 5番 K.219，第 1 楽章冒頭」で
あり、各課題 1試行あたりの所要時間は約
1分であった。 

図 1 実験時のセッティングと演奏者の姿勢 
 

・測定と分析：「立位」条件においては「重
心移動距離計測システム」を用いて記録さ
れた重心の移動距離（範囲）に着目した分
析を行い、一方、「座位」条件においては
ピアノ椅子の座面に設置した「体圧分布測
定システム」を用いて計測された臀部の圧
力分布の時系列的な変化に焦点を当てた。
また理学療法的な介入（図 2）による実験
参加者の身体の柔軟性における変化を評
価するために、施術の前後に「ファンクシ
ョナル・リーチテスト」を行うとともに、
実験参加者の内観をとった。 

図 2 理学療法士による施術時の様子（一部） 



（2）［観察・理論的検討］これまでに継続的
に観察・収録してきた乳幼児期の子どもの音
楽的行動の発達に関する映像データ等を分
析し、主に生態心理学的な観点からの考察を
行った。 
 
４．研究成果 
（1）［実験］に関しては、現時点までに示唆
された結果を以下にまとめる（※データ分析
は現在も継続中であり、以下は暫定的な報告
として述べる）。一方、(2)［観察・理論的検
討］については、公刊された成果との対応に
言及する程度にとどめ、ここでは（1）を中
心とした報告を行う。 
 
① 楽曲演奏時における施術前後の比較 
 理学療法の施術前後におけるモーツァル
ト作曲「バイオリン協奏曲第 5番」の演奏時
の結果の一部を例として報告を行う。図 3は、
「立位」時の施術前後の 2試行分の重心移動
の軌跡を重ねて描いたものである（サンプリ
ング時間：60msec）。また図 4 は、図 3 のデ
ータを施術前後の試行それぞれについて，重
心の移動距離の時系列的な変化を移動方向
（X, Y）ごとに分けて表現したものである（デ
ータは絶対値化している）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 3 施術前後の重心移動の軌跡 

 

図 4 施術前後の重心移動の時系列的変化 
 
 施術前は重心移動の軌跡が広範囲に広が
り（図 3：黒色線）、時系列的にも特にその試

行開始直後において移動距離が長くなって
いる傾向が見て取れる。一方、施術後は重心
の軌跡が（施術前との比較において）一定の
範囲のなかに集まっており、試行開始から終
了時点に至るまで、やや小さい範囲での変動
に留まる傾向が見られた。 
 
② 施術による変化：理学療法士の見立て 
 理学療法士による実験参加者の身体的な
状態に関する施術前後の見立ては以下の枠
内に記載した通りである。下線部から 2重下
線部への変化をみると、実験参加者の自覚的
な水準も含め、状態の改善が認められたとい
える。波線部にもあるように、今回の施術の
効果は一過性であったが、生態学的理学療法
が想定する「患者自身による継続的な実践」
によって、改善傾向はさらに期待できるもの
と思われる。 
 

筋緊張を上前腸骨棘、下部胸郭、肩甲帯で 
左右に動かすことで評価した。その結果、上
前腸骨棘と肩甲帯では右側で、下部胸郭では
左側で可動性が低下し、筋緊張の亢進を認め
た。呼気で息を吐き切ることに注意しても 
らいながら深呼吸を 5回、さらに上下肢交互
運動を 4分間実施した。その後、介入前と同
様の評価を行うと、可動性の左右差が改善
し、筋緊張のアンバランスの改善を認めた。
また、座位、立位では腰椎の過度な前弯を抑
制し、S 字カーブにそったアライメントがと
れるように、骨盤の前後傾運動により脊柱の
運動を引き出した。これにより、自覚的な立
位での立ちやすさが改善した。しかし、バイ
オリンを一定位置に保持する課題を何度か
行うとこの自覚的な変化は消失してしまっ
た。観察上は、バイオリンを演奏する際の身
体の運動範囲は拡大した印象である。 

 
このような理学療法士の見立てと合わせ

て①のデータを振り返ってみると、実験参加
者が示した重心移動の範囲と移動距離の変
化は、可動性の左右差や筋緊張からくる身体
のアンバランスが、施術によって改善された
ことを反映していたものと推測できる。つま
り施術後は、より小さな（ないし無駄のない）
動きへと収束していったことで、楽器を演奏
する身体のコントロールが一層安定したの
ではないかと考えられるのである（実際、実
験参加者は施術直後に自身の身体的な変化
を報告しており、そのことは理学療法士の見
立てにも含まれている）。 
現時点では演奏上の変化を（例えば音響的

な側面から）評価するまでには至っていない。
しかし、①と②の結果を踏まえて考えると、
身体のバランスを全身の協調構造という観
点から整えていくことは、安定した重心の移
動をもたらし、そのような協調化された身体
の構造が、演奏表現を創出する“巧みさ”を
引き出す基盤になっていくという可能性は
示唆されたのではないだろうか。今後も他の



条件下でのデータの分析を継続し、学術集会
等で成果を公表していきたいと考えている。 
 
（2）［観察・理論的検討］に関しては、音楽
表現と身体性との関係について、特に発達お
よび教育という文脈から検討した。具体的に
は、「音が発生する契機を探索する子どもの
身体的活動（能動的な探索行動）」を記述す
ることの意義について、観察データの分析お
よび生態心理学的な観点からの考察をもと
に議論したのである。それらの成果の一部は，
〔雑誌論文〕3, 4, 5 をはじめ、〔学会発表〕
等でも公表してきた。今後も子どもから熟達
者に至る，「音楽性・音楽的行動」の発達に
おける身体の本質的な寄与とその（発達的
な）連続性について議論を展開していく。 
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